
センター待合では地域労働者の皆さんが楽しみ、地域の新しい 

つながりが生まれるイベントを随時開催しています。 

 正月号は落語家露の団姫さん（つゆのまるこ）の新年の挨拶

を掲載しました。本号では合作俳句の会の様子をお届けしま

す。落語と俳句の共通点は「言葉」と「想像力」で、表現者と

受け手に深みあるコミュニケーションが生まれることです。仕

事や人生に疲れたときに、それらが心の癒しとなるかもしれま

せん。 
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俳句の投稿を募集中です！皆さんの投稿をお待ちしています。 
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詰
め
将
棋 

（
三
手
詰
） 

１月の 

地域求人数 

（速報値） 

対前月 

増減比 

対前年 

同月 

増減比 

現 金 

（日払い） 
12,237 -12.4% -9.9% 

契 約 

（延べ数） 
13,840 -1.1% -9.0% 

高齢者 

清掃ほか 
4,484 -8.5% -9.9% 

 

石
川
県
で
は
2
月
7
日
に
、
能
登
半
島
地

震
で
ホ
テ
ル
や
旅
館
に
2
次
避
難
し
て
い
る

被
災
者
を
対
象
に
、今
後
の
住
ま
い
の
確
保
や

支
援
に
関
す
る
意
向
調
査
が
始
ま
っ
た
。
243

施
設
に
は
約

5200
人
の
被
災
者
が
避
難
し
て
い

る
。
現
在
の
受
け
入
れ
施
設
は
、
北
陸
新
幹
線

の
金
沢-

敦
賀
間
が
延
伸
開
業
す
る
3
月
16

日
前
後
か
ら
、
一
般
客
の
予
約
で
埋
ま
る
場
合

が
あ
り
、
受
け
入
れ
の
期
限
が
2
月
末
か
ら

3
月
末
ま
で
と
迫
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

意
向
調
査
で
は
各
市
町
村
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
状
況
や
、
入
居
可
能
な
仮
設
住
宅
を

提
示
す
る
な
ど
今
後
、
希
望
す
る
住
ま
い
の
聞

き
取
り
が
行
わ
れ
た
。入
居
先
が
確
定
す
る
ま

で
は
被
災
者
に
と
っ
て
、先
の
見
え
な
い
状
況

と
い
え
る
。 

地
域
の
現
金
求
人
は
前
年
同
月
比
で
減
少

と
な
っ
た
。
求
人
者
か
ら
は
「
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ

(

セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
求
人
情
報
サ
イ
ト)

の

影
響
な
の
か
最
近
、
求
人
応
募
の
連
絡
が
来

る
」
と
の
声
も
聞
く
。
今
後
、
能
登
半
島
で
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
関
連
工
事
の
求
人
が
出

れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ
な
ど
で
情
報
の
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
。 

 

合作俳句で生まれた 多世代交流 
 

楽しむ 

俳句 
学
生
と
西
川
勝
さ
ん
と
の
一
枚
。 

お っ ち ゃ ん と 学 生 ら で俳 句 づ く り 

「ほめる人の伝え方がすごく良かった」 

生
ま
れ
た
作
品 

合
作
俳
句 

 

西
川
さ
ん
は
最
初
に
合
作
俳
句

の
約
束
事
や
魅
力
を
解
説
し
ま
し

た
。
「
自
分
を
解
放
し
、
自
由
に
普

段
で
き
な
い
こ
と
を
す
る
」
、
「
相

手
の
俳
句
を
褒
め
て
喜
ば
せ
る
こ

と
を
大
切
に
す
る
」と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

は
じ
め
の
１
行
目
の
テ
ー
マ
は

「
節
分
」思
い
浮
か
ぶ
言
葉
を
そ
れ

ぞ
れ
記
入
し
、
２
行
目
、
３
行
目
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
人
が
記
入
し
、

俳
句
を
完
成
さ
せ
て
い
き
ま
す
。 

 

完
成
し
た
俳
句
は
個
性
的
、深
み

の
あ
る
作
品
が
出
揃
い
ま
し
た
。俳

句
の
発
表
で
は
、指
名
さ
れ
た
人
が

全
力
で
俳
句
を
ほ
め
て
い
き
ま
し

た
。 

  

参
加
し
た
学
生
は「
俳
句
を
ほ
め

る
人
の
伝
え
方
が
す
ご
く
良
か
っ

た
」
、
「
３
行
目
の
俳
句
を
考
え
る

の
が
難
し
か
っ
た
。勉
強
し
て
出
直

し
ま
す
」
、
「
色
々
な
人
の
俳
句
を

知
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」 

 

俳
人
の
高
木
さ
ん
は「
お
じ
さ
ん

た
ち
の
土
の
匂
い
の
言
葉
と
、子
ど

も
た
ち
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
言
葉
の

融
合
で
、と
て
も
味
わ
い
の
い
い
俳

句
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、
お
じ
さ
ん

が
子
ど
も
の
句（
子
ど
も
が
最
後
の

５
文
字
を
作
っ
た
俳
句
）を
ほ
め
る

時
に
全
身
で
ほ
め
て
い
た
の
が
感

動
的
で
し
た
。い
ろ
ん
な
世
代
の
人

た
ち
が
一
緒
に
俳
句
を
作
っ
て
、と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」 

 

西
川
さ
ん
は「
昔
か
ら
労
働
セ
ン

タ
ー
で
、何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ

の
年
齢
に
な
っ
て
実
現
で
き
る
と

は
。こ
こ
で
共
に
何
か
を
一
緒
に
す

る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
経
験
で
す
。

今
後
も
合
作
俳
句
の
会
を
開
催
し

た
い
で
す
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
− １行目は「節分」をテーマに思い浮かぶことを書く − センターだよりでは、投稿

された俳句等を厳選の上掲載

しています。皆さんの投稿を

お待ちしています。 

 

 

 

 

 

俳
人
の
西
川
勝
さ
ん
・
高
木
智
志
さ
ん
を
招
い
た

合
作
俳
句
の
会
を
、５
日
セ
ン
タ
ー
待
合
で
開
催
し

ま
し
た
（
コ
コ
ル
ー
ム
と
の
共
催
）
学
生
も
参
加
し

計
１４
名
が
参
加
者
同
士
で
ほ
め
合
う
合
作
俳
句
の

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。 

  

合作俳句とは 

 3人でひとつの俳句を作ります。

はじめにお題を決めて、そのお題

で思いついたことを紙の1行目に

書きます。  

2行目は他の人が1行目とは関

係のない内容を記入します。最後

の 3 行目には、また別の人が同様

に俳句として形になるようにまと

めます。完成した俳句を最後に記

入した人が発表し、その俳句を別

の参加者がほめます。 

 

福は内 

  亡き父の声 

    鬼は外        
終活の人 

何があろうと… 

何とかなるよ 

なんともないさ… 

あしたになれば 

朝日がのぼる 

       アルミ缶 23号 
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新規の方 

 -５８５- 

・２月 20日（火） 

 13:30～15:45 

西成労働福祉センター（特掃更新登録） 

・２月 27日（火） 

13:30～15:45 

西成労働福祉センター（特掃更新登録） 

・３月５日（火） 

13:30～15:45 

西成労働福祉センター（特掃更新登録） 

・３月 12日（火） 

13:30～15:30 

西成労働福祉センター（特掃登録） 

 

 

 

 

第１１回「住まいの相談会」を２月２１日（水）午前１０時～午前１１時３０分までセンター内で開催します。 

釜
ヶ
崎
日
誌 

＊
1
月
21
日
（
日
）
第
11
回
食
料
配

布
＆
相
談
会
（
住
ま
い
と
く
ら
し

SOS
お
お
さ
か
実
行
委
員
会
主
催
）

が
三
角
公
園
で
開
催
。 

た
ず
ね
人 

松
山 

卓
良
さ
ん
（
長
崎
県 

39
歳
） 

 姫
井 

康
正
さ
ん
（
山
口
県 

43
歳
） 

 岡 
 

正
男
さ
ん
（
大
分
県 

67
歳
） 

 

誰でも健診が

受けられます 

☗２四銀成☖同玉☗３三竜まで 
 
初手☗２四銀成が正解で、☖
同玉は☗３三竜、 
☖４五玉なら☗５五竜までの詰
み。 

詰将棋の解答 

     54回目  2月15日(木）
     55回目  2月21日(水）
     56回目  2月27日(火）
     57回目  3月4日(月）
     58回目 3月8日(金)
     59回目 3月14日(木)

注）３月４日（月）は朝作業班の募集は行いません

環境整備紹介日
   業務内容： ゴミ収集　分別作業　および

                    地域内の不法投棄パトロール　駐輪対策　など

   雇用期間：朝作業班　　  ５日間

                   昼作業班　　  ６日間

                   夜間巡回班　 ３日間

　紹介時間：10時20分

センターでは、利用者のみなさんに利用者登録を

お願いしています。登録をきっかけに、一人ひとり

のお役に立てるよう相談を行ないます。 

特掃登録の際にも、生活状況を確認するために

「利用者カード」の作成をお願いしています。 

求職相談、労災・労働相談、生活相談・技能講習

などさまざまな相談にのっています。 

初めてセンターを利用する時は、「利用
者カード」の登録作成にご協力ください。 

■登録申込書配布 

＊配布開始日：２月７日（水）午後１時１５分 

＊時間 

平日…午前５時～午後５時  

土曜日…午前５時～正午（日祝休館日を除く） 

■受付・カード交付 

＊受付日： 

・２月１３日（火）２０２３年度登録番号  

１～３００までの方 

・２月２０日（火）  ～６００までの方 

・２月２７日（火）   終番までの方 

・３月５日 （火） 上記の日に来所できなかった方 

＊受付時間：午後１時３０分～午後３時４５分 

＊申込書・現在の特掃カード・結核検診カードを 

持参してください。 

◎注意：３月５日（火）よりあとに手続きをすると 

更新ではなく、新規の登録になります。その場合、

新年度番号は３月５日までに更新された方の後の番

号になります。 

   ＊カード交付日：３月２１日（木）以降 

■登録申込書配布 

＊配布開始日：３月６日（水）午後１時１５分 

＊時間 

平日…午前５時～午後５時 

土曜日…午前５時～正午（日祝休館日を除く） 

■受付・カード交付 

＊受付日： 

３月１２日（火） 

対象は新規登録の方・左記の更新日に来所できな

かった方 

◎注意： 

４月１日（月）から紹介を希望する方の受付と 

なります。なお 4月 1日時点で 55歳以上の方

が対象となります。 

＊４月以降の登録日については、窓口でお問い 

合わせください。 

＊受付時間：午後１時３０分～午後３時３０分 

＊年齢が確認できる書類・結核検診カードを持参

してください。 

 

＊カード交付日：３月２６日（火）以降 

特掃登録を行う方々へ 

 
登録 

要件 

◎登録の翌月末現在 55歳以上又は 

 障がい者手帳をお持ちの方で、あ 

 いりん地域の生活困難な日雇労働 

 者が対象です。 

◎センター利用者カード未登録の方

は、予めセンター窓口にて登録を 

 お願いします。 

◎登録申込月を含め、さかのぼって 

 6 ヶ月以内に結核検診の受診が必要

です。 

 ※2023年 10月 1日以降の受診で

あること。 

●作業中に事故がないよう特掃に従事されて

いる人たちとのコミュニケーションづくりに

気をかけています。 

特に休憩時間もいろいろな話をして、新し

く登録する方たちとは、

お互いに信頼関係を作

り、作業がうまくいくよ

うにしたいと思っていま

す。（（特掃指導員Aさん） 

 

●ちょうど 4 年前に建設業の仕事がなくなり、

年も取ってきたので、特掃に登録しました。 

働く場所ができて本当に助かっています。体が

動くまで頑張っていきたいと思います。 

ひとつだけ希望を言うと、 

日雇雇用保険の手帳を持って 

いるのですが、アブレ手当の 

資格が取れるだけの日数が特 

掃で働けたらなあ…。 

（労働者 Bさん） 

 

作業中の事故がなく、みんなで 
コミュニケーションをとりながら・・・ 

体が動くまで働くつもりです‼ 
ただひとつの希望は・・・ 

登録・更新のお知らせと 

新たに登録される方々への

メッセージ 

更新の方 
202３年度（ピンク色）の 

カード所持者 

2024年度

4年度 

屋
敷 

茂
雄
さ
ん
（
北
海
道 

47
歳
） 

 

足
立 

智
広
さ
ん
（
岐
阜
県 

47
歳
） 
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